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 みなさん、こんにちは。男女共同参画ＷＧです。 
子育て環境の整備について、本ＷＧでは現在検討を進めているところですが、動物 
によって子育ての方法が異なることはご存知でしょうか？ 例えば，卵から孵化す 
る鳥類は比較的丁寧に夫婦共同で子育てをするのに対して、授乳の必要な哺乳類は 
概してメスのみで子育てを行うことが多いようです。 
 ただし、以前、松江キャンパス内でも頻繁に見かけることがあったタヌキは例外 
で、授乳が終わると、子どもを外敵から守ったり，毛づくろいをしたり、餌を運ん 
だり、といった役割は主にオスが担うそうです。タヌキの雌雄共同参画は、人間の 
それとはだいぶ異なるようです。 
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 講演会「大学が男女共同参画に取り組む意義」が 19 日に開催されます 
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 先日も皆さまにお伝えしたように、この度、講師に名取はにわ氏をお迎えし、国 
際的にも遅れている科学技術における女性の参画の現状，現行の施策の紹介に加え 
て、特に大学で男女共同参画に取り組む意義についてお話しいただきます。 
 男女共同参画に積極的に取り組む大学には、どんな特典・メリットがあるのか、 
みんなで考えるきっかけづくりのために、多くの方のご参加をお待ちしております。 
【講 師】 元内閣府男女共同参画局長 名取はにわ氏 
【テーマ】 「大学が男女共同参画に取り組む意義について」 
【日 時】 平成１９年１０月１９日（金）１６：３０～１８：００ 
【会 場】  松江キャンパス 教養講義棟２号館４階 ７０１号室 
           出雲キャンパス 講義棟３階 ３１番講義室（遠隔地授業システム） 
※詳細については以下のサイトをご覧ください。 
http://www.shimane-u.ac.jp/index.php?option=com_content&task=category&sectionid=16
&id=102&Itemid=83 
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  医学部に「附属病院女性スタッフ支援室」がオープンしました！ 
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 島根大学医学部は、平成１９年度文部科学省の「地域医療等社会的ニーズに対応 
した質の高い医療人養成推進プログラム」募集に際し、附属病院の女性医師や看護 
師の離職抑制と現場復帰支援を目的とした事業を「新しいキャリア継続モデル事業 
 －しなやかな女性医療職をめざして－」というタイトルで応募したところ、7 月 
23 日付で見事採択されました！（申請総数４２大学。このうち９大学が選定）。 
この事業を展開していくための核となる「島根大学医学部附属病院女性スタッフ支 
援室」が出雲キャンパス内に１０月１日付けで開設され、早速ホームページもアッ 
プされました（医学部 HP→女性医師・看護師の臨床現場定着及び復帰支援）。 
事業内容、今後の活動予定など、本事業の詳細については以下のサイトをご覧くだ 
さい。 http://www.med.shimane-u.ac.jp/hospital/woman/ 
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 学童保育設置検討ＷＧをたちあげます。加わってくださる方を大募集！＜再掲＞ 
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 男女共同参画推進ＷＧでは、大学内あるいは附属小学校内に学童保育の設置が可 
能かどうか検討するＷＧを発足させることになりました。ただ、学童保育をつくる 



となると、その運営は父母の皆さんに担っていただく必要がありますので、実際に 
お子さんを預けようとされる方の熱意と実行力がなければどうにもなりません。 
「学内に学童保育ができたらぜひうちの子を預けたい」、「大学らしい，他にはな 
い学童保育をつくってみたい」、「それにあたっては運営を担ってもよい」とお考 
えの方は、kyodo-sankaku@jn.shimane-u.ac.jp まで、ご連絡ください。 
一緒に、検討していきましょう。 
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 編集後記 
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 冒頭で，「鳥類は比較的丁寧に夫婦共同で子育てをする」と記しましたが，以下 
はその続きです。 
 タマシギという鳥は一妻多夫で、メスは卵を産んだらさっさと他のオスを探しに 
でかけ、抱卵、子育てすべてオスの役割です（この場合メスの羽色が派手で、オス 
が地味）。また、オシドリは一般的な意味に使われているような殊勝な夫婦形態で 
はなく、オスは交尾しっぱなしで、つがい形成も１年限りです。これに対して両性 
が「共同参画」するのは比較的大型の鳥―猛禽類やガン類など―です。 
 このようなお話は，来年度開講に向けて教育Ｐ開発研究会が立ち上がった、授業 
「ジェンダーの科学（仮）」で楽しくしっかりと聴くことができることと思います。 
乞うご期待！ 
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このメールマガジンについてのご意見・ご質問等は 
     kyodo-sankaku@jn.shimane-u.ac.jp 
                   まで お願いいたします。 
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 ★ お願い ★ このメールマガジンは、島根大学の構成員全員にお伝えしたい 
内容を掲載しております。allstaff 宛のアドレスにお送りしていますが、学部に 
よっては講座の代表者の方にしか届かない設定がされているところがあるようです。 
そのような場合は、代表の方が講座内のスタッフ全員に転送・配信下さいますように 
お願いいたします。また、ＰＣ環境にないスタッフがおられる講座等では、たいへん 
お手数ですが、プリントアウトして回覧していただければ幸甚です。 


